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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　14日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　福田　恵子　　　　記録者　福田　恵子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・緊急コード使用基準をA・B・Dユニットのスタッフオフィス内に提示しています。各自確認し、内

容を把握してください。緊急コードを適切に使用し、第三者（患者様・家族）へ不安を与えない行

動ができるようにするためのものです。周知しておきましょう。

＜小坂Dｒの診察について＞

中村　治彦様～創部縮小し、治癒傾向がみられています。21日まで処置は継続です。

12/21創状態について電話連絡してくださいとの指示があります。

塚田　昌様～　創部乾燥し、治癒傾向です。処置は一日毎に23日まで継続です。

鈴木　サダ様～出血もなく膣脱の状態は変化なし。処置は来年１月１日まで継続です。

＜患者様連絡事項＞

· 吉田　寿雄様～ノボリンＮフレックスペン１本が継続処方となっています。引き続き、低血糖症状

　　　　　　　　　に注意していきましょう。

· 松浦　佐恵子様～ヒューマカートＲ１本継続処方になっています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット

テーマ：ストレスに対する対処方法

· 積極的に発言する方が少なく、こちらからの話し掛けで発言されています。

· 竹内セツ様は難聴あるため、スタッフが隣について行ったほうが良いです。

Ｂユニット

　テーマ：ストレスに対する対処方法

· 半数以上の方から積極的な発言あるが、的はずれな発言もるため、介入している。

· 居眠りやトイレ等の途中退席はありませんでした。

· 沼沢ミヤ様、荒谷正毅様はＳＳＴ開始10～15分前にトイレ誘導を行うと、遅れずに参加できるようです。

ＣＤユニット

　テーマ：相手を誉める

· 理解できた方と理解出来ない方、また、周りの人に関心のある方、ない方では誉める事が出来る、出来ないに大きく違いがみられている。普段から周りに関心を持って見ている方は、相手を誉める

材料をたくさん見つける事ができているが、関心にない方は、何をほめていいか分からない様子でした。

· 「誉められる」とうれしいということは、共有していた。

· 普段から、スタッフ側でも「○○さん○○が出来たのですね」とか「○○さん、今日は○○がいい

ですね」等、周りの方にも聞こえる様に誉めたほうがいいと思いました。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

松田　信夫様～クリスマス会の練習に参加せず、作業スタッフに対して易怒的となっています。スタッフが距離を取りトラブルはありませんが、その日の練習は中止しています。クリスマス会まで出し物の練習を行っていきますが、トラブルに注意して実施していきます。

田村　耕一様～クリスマスの練習の際、急に不機嫌となることあり、スタッフに対して文句を話してくることありますが、行動化することはありません。突発的な粗暴行為に注意して観察していきましょう。

坂本　良雄様～ウォーキングの促しに拒否続いています。理由を聞くと「馬鹿にされた。馬鹿くさい」と興奮気味に話しています。対策を考えて再度ウォーキングができるように工夫必要です。

向谷地吉幸様～12/10東病棟から南Ｃユニットに転入となっています。歩行は杖を使用して自立。会話は流暢に話すことできています。プログラムはＣグループに参加して頂きます。

＜連絡事項＞

· 個別的に下肢の筋力運動など実施しています。現在、OTが1人ずつ実施していますが、不在時には、担当スタッフなどにも実施をお願いすることもありますので、資料など確認お願いします。資料や個別記録はＤスタッフオフィスのカルテ棚に保管しています。







